
効果検証シート（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業（令和５年度実施分））

決算額
　(円)

交付金充当額
　　(円)

一般財源等
　(円)

36,598,697 32,399,000 4,199,697

【経費内訳】
令和５年度の住民税非課税世帯
　272世帯×30千円＝8,160,000円
　
事務費　1,138,406円

【事業の対象】
令和５年度の住民税非課税世帯

【経費内訳】
18歳以下の子供
　499人×10千円＝4,990,000円

事務費　372,791円

【事業の対象】
18歳以下の子供

【経費内訳】
購入粗飼料価格高騰支援
@10,000円×(504ｔ)＝5,040,000円

【事業の対象】
酪農経営者

8,840,000 458,406
真に生活に困窮している住民税
非課税世帯に対し、生活支援を
目的に現金を給付した。

住民の生活支援に寄
与する事が出来た。

町
民
課

１
磐梯町住民税非課
税世帯臨時給付金
事業

新型コロナウイルス感染
症と物価高騰等の影響
を受け、真に生活に困
窮している住民税非課
税世帯に対し、生活支
援を目的に現金を給付
する。

令和5年8月15日
　　　　～
令和5年10月16日

9,298,406

事業実績
事業全体を通した評価

等
担当課

合計

№ 事業名 事業概要 事業期間 経費内容及び対象

2
磐梯町子育て応援
給付金事業

新型コロナウイルス感染
症と物価高騰等の影響
を受けた子育て世帯の
生活支援を目的とし、１
８歳以下の子供に対し
て生活応援を図る。

令和5年7月3日
　　　　～
令和6年3月5日

5,362,791

3
磐梯町飼料価格高
騰対策交付金交付
事業

飼料価格高騰等の影響
を受け、生産コストが上
昇している酪農経営に
ついて、購入粗飼料費
の一部を補填し、酪農
経営の生産基盤の強化
と経営所得の安定を図
る。

令和5年8月10日
　　　　～
令和6年3月28日

4,931,000

町
民
課

4,700,000 231,000
酪農経営者が購入粗飼料費１ｔ
あたり10千円を補填した。

酪農経営の生産基盤
の強化と経営所得の安
定を図る事が出来た。

農
林
課

4,500,000 862,791

子育て世帯の生活支援を目的
とし、１８歳以下の子供に対して
生活応援として一人10,000円を
給付した。

子育て世帯の生活支援
をする事が出来た。



【経費内訳】
ＡＩオンデマンド導入経費
システム導入委託料：6,506,500円

【事業の対象】
町民

【経費内訳】
学校給食地元産農産物購入費
　400,000円×10ヵ月＝4,000,000円

【事業の対象】
保護者

【経費内訳】
町内医療機関１ケ所
　6,500,000円の負担金

【事業の対象】
町内医療機関１ケ所

5,700,000 806,500

町民や来町者等の利用者数を
確保するとともに物価高騰対応
事業の位置付けのもと、町民生
活に不可欠で持続可能な公共
交通を提供した。

町民や来町者等へ持
続可能な公共交通を提
供する事が出来た。

政
策
課

5
学校給食における
食料品等高騰対策
事業

高騰した分の食材購入
費（教職員は除く）に相
当する金額を交付、保
護者負担の増加を防止
し、安心安全な学校給
食供給体制を支援する
もの。

令和5年4月1日
　　　　～
令和6年3月31日

4,000,000 3,000,000 1,000,000
原材料高騰により給食提供が
危ぶまれた児童生徒343名の給
食を提供した。

保護者負担の増加を防
止し、安心安全な学校
給食供給を支援する事
が出来た。

教
育
課

4
磐梯町地域公共交
通再編対策事業

新型コロナウイルス感染
症の影響によって町内
公共交通の利用者が減
少、既存公共交通の存
続が危ぶまれる中、ＡＩ
オンデマンドシステムを
導入した公共交通体系
を構築、町民や来町者
等の利用者数を確保す
るとともに物価高騰対応
事業の位置付けのもと、
町民生活に不可欠で持
続可能な公共交通を提
供するもの。

令和5年7月31日
　　　　～
令和6年3月29日

6,506,500

町
民
課

6 医療施設支援事業

コロナ禍における原油
価格・物価高騰の影響
を受けた医療機関の光
熱水費等の値上がり分
を補填するために負担
金を交付し、安定的な医
療サービスの提供する。

令和5年4月1日
　　　　～
令和6年3月31日

6,500,000 5,659,000 841,000
町内医療機関１ケ所に負担金を
交付した。

値上がり分を補填する
ために負担金を交付
し、安定的な医療サー
ビスを提供する事が出
来た。


